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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～下痢時、酸化マグネシウム適宜調整可の口頭指示あり。

・山下　佳奈様～臨時薬にブロナンセリン（4）1T夕食後が追加となる。その他同内容で処方。診察時、本人様より退院前に自宅（本人様が退院する家）への外泊訓練、バスの利用訓練をしたいと希望あり主治医より許可が出ている。

＜要注目患者様＞　
・赤石　陽介様～排尿時痛の訴えは続いているが膿尿やバイタルサイン異常はない。15:00今後の方向性を決める目的で主治医面談を実施。話し合いの結果八戸市内で施設探しを行っていくこととなる。

・伊藤　宏一様～	下肢の疼痛訴え主治医診察実施。臨時薬にロキソプロフェンNa（60）3T毎食後とランソプラゾール（30）1T朝食後が追加となる。その他左足のX-P指示あり実施している。高圧的な態度はあるが離院行為や逸脱行為なし。

・高橋　伸治様～下肢の脱力感訴え移動は車椅子を使用している。朝食は1/3、昼食は腹痛を訴え不食。12:10主治医へ報告し点滴2本処方、夕食後薬のブロナンセリン4㎎1Tを中止の指示あり。13:50から点滴開始、滴下不良なく経過。
	
＜馬渡Dr.診察、ケース検討＞
・下口　政子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・冨田　幸生様～指示・処方の変更なし。

